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バ ー ベ リ 『ギ イ ・ ド ・モ
ー パ ッ サ ン』 をめ ぐっ て

　　　　　　　　　 「霧」 と 「太陽」 の 葛藤

中　 　村 　 　唯 　 　史

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．

　イサ
ー

ク ・バ ーベ リ （1894
−1940）の 短篇 『ギ イ ・ ド ・モ

ーパ ッ サ ン』 Prova

ne 　MonaocaH は， 1932年，雑誌
‘

30　AHe ガ 第 6 号 に掲載 され た 。
こ の 短篇 を

取 りあつ か っ た論 文は
，

作 者 の 生 前 も含 めて ご く少 な い が ， その
一

つ に ニ ル ソ

ン の 「イサ ー ク ・バ ーベ リの 小説 「ギ イ ・ド ・モ
ーパ ッ サ ン』」が ある 。

ω
こ の

論文 に お い て ニ ル ソ ン は
， 作 品 が厳密 に 「閉 じられて 」 い る こ とを前提 と して ，

テ クス ト内部 の 諸要素 を摘出 し ， それ らの 相互 関係 を考察 した 。
こ れ は ニ ル ソ

ン が 「騎兵隊』 中の
一

編 を分析 した論文
（2）

で も用 い た方法で ，
こ の 時 に は ， テ

クス ト内の 諸 要素 の 関係 を整合的に 示す こ とに よ っ て ， その 関係 が依拠す る原

理， つ ま り作 品の 構造 を示す こ とに まで 成功 して い る 。

　だが 『騎 兵 隊』．に 対 して 有効 だ っ た こ の 方 法 は
， 『ギ イ ・ド ・モ

ー
パ ッ サ

ン」 の 考察 にお い て は必ず しも成果 をあげて い る とは言 えず， テ ク ス ト内の 諸

要素へ の 緻密 な分析 を通 じて は
，

そ れ らの 要素 を統括 す る 原理 は浮 き彫 りに な

らなか っ た 。 上 記 の 二 つ の 論文 にお い て ニ ル ソ ン が用 い た 方法 は 同
一

で ある か

ら，
こ の 相違 は

， 対象 とな っ た テ ク ス トの 性質の 相違 に起 因する と考 え られ る 。

『ギ イ ・ ド ・モ
ーパ ッ サ ン』 の テ クス トは ， 『騎 兵隊』 の 場合 とは 異 な り，

ニ

ル ソ ン が暗黙裡 に前提 と して い た よ うな， 閉 じられ 自律 した言説で は な い
。

こ

の テ ク ス トを理解す る た め に は
， テ ク ス トの 外 に対 す る考慮 もま た必 要で あ

る 。

　 『ギ イ ・ド・モ ーパ ッ サ ン 』 は ，作 中にお ける 主 入公 の 年齢 の 明記 ， 成長 し

た 語 り手が 白分 の往 時 を回顧 す る形式 な どの 特徴か ら， 『私 の 鳩小 屋 の 話』以

ドの 半 自伝 的連 作 の 系譜 に分類 す る の が適 当で あ る 。 したが っ て テ クス トの 外

に ある もの の 中で 第
一

に考慮 され る の は ， 伝記的要素 とい うこ と に な る だ ろ う。

ただ しバ ーベ リの よ うな
・
種の 文学至上主義者の 場合 ， 伝記 とは ， ほ とん どそ

の 文学観の 変遷 とい うに等 しい
。

　 『ギ イ ・ド ・モ
ーパ ッ サ ン』 とバ ー ベ リの 伝記 一 文学観 との 関連 は ，実 は作
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中にお い て 示唆 され て い る 。 こ の 短篇 は 臼916年の 冬 ， 気が つ けば私はペ テ ル

ブ ル グ に い た ．．」 （II．2エ7．3） とい う
一一

節で 始 ま っ て い る 。 こ の 設定 は
，

ペ テ

ル ブ ル グ を舞台 と した小説が バ ーベ リに は他 に ほ とん どない こ と もあ っ て
， 彼

が 1916年 に ペ トロ グ ラ ー ドの 週刊誌
‘

｝1｛ypHaa 　）KypHaxoB
’

51号に発表 した エ ッ

セ イ 『オ デ ッ サ』 Oge ・ca を想起 させ る 。
こ れ は

，
バ ーベ リの 当時の 文学観 が

明瞭 に現れ て い る 点で
， きわめ て 重要な文章 で ある 。

　 『ギ イ ・ド ・ モ
ーパ ッ サ ン』 と 『オデ ッ サ』 の 関連 を示唆す る もの と して は

，

他 に モ ー パ ッ サ ン （1850− 1893）の 短篇 『告 白』 （L
’
aveu ，1884）が指摘 で きる 。

バ ーベ リは 『オ デ ッ サ 』の 中で 新 しい 文学 の 範例 と して 『告白』 を紹介 して い

るが ，
こ の 作品 は 『ギ イ ・ド ・モ

ーパ ッ サ ン 』 に お い て も重要な役割 を担 っ て

い る。 『ギ イ ・ ド ・モ
ー パ ッ サ ン』 の 主 入公 「私」 と 富豪夫人 ラ イサ は 共同 で

モ ーパ ッ サ ン の 短篇 を翻 訳す る が， 『告 白』 に 取 り組 ん で い る 時 ， そ の 作 中人

物 に各々 自分 を重 ね合 わ せ
， 彼 らの 行動 そ の ままに 情事 に 及ぶ 。

つ ま りこ の

「偽の ク ラ イマ ッ ク ス 」 は
， 『告自』 の 介在 な しに は 成立 し得 ない もの で あ る 。

こ の 他 に も
，

モ ーパ ッ サ ン の 短篇 や 伝記 の 引 用 は ， 『ギ イ ・ ド ・モ
ーパ ッ サ

ン』 中に 大 きな位 置 を占め て い る 。

　バ ーベ リが その 形成期か ら1920年代初頭 まで
，

こ の フ ラ ン ス の 作家 に深 く傾

倒 して い た こ とは よ く知 られ て い る 。

〔3｝
バ ー ベ リが ， 要約 す れ ば 「私」 と富豪

夫人 との 情事の 話 に過 ぎない こ の 作 品に
， あえて 『ギ イ ・ ド ・モ

ーパ ッ サ ン』

とい う表題 をつ けた こ と も考 え合 わせ れ ば
，

19亅6年 『オ デ ッ サ』執筆前後の

バ ーベ リの 文学観 と こ の 短篇の 問に は
，

は っ きりと した照応 関係が あ る と言え

る Q

　以 上 の 考察か ら， 『ギ イ ・ド ・モ
ーパ ッ サ ン』 が 「1オ デ ッ サ 』 を踏 まえ て 書

かれ た作 品で ある こ と は明 らか だ ろ う。
エ ッ セ イ に お ける バ ーベ リの 主張， と

りわけその 文学観の 鍵 とな っ て い る モ
ーパ ッ サ ン とい う作家 ，

ペ テ ル ブル グ と

い う街 を念頭 に 置 きつ つ
， 以 下 に作品の テ クス トを見 て い くこ とに す る 。

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ff．

　 『ギ イ ・ ド ・モ
ー パ ッ サ ン』 中 に 言 及 され て い る モ ー パ ッ サ ン の 作 品 は ，

「ミス ・ハ リ エ ッ ト』 （Miss　Harriet，1883）， 『牧 歌』 （ldyllc， 1884）， 『告白』

（既 述） の 3 編 で ある 。 『ミス ・ハ リエ ッ ト』 は そ の 題名が 言及 さ れ て い る だ

け なの で ， 残 りの 2 編 に つ い て ， 原 作 と 『ギ イ ・ ド ・モ
ーパ ッ サ ン 』 中の 記述

とを比較 して み る 。
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　まず ， 第 2 節 に 言及 され て い る 『牧歌』 に つ い て
，

モ
ーパ ッ サ ン の 原作 冒頭

部 と バ ー ベ リに よ る作 中引用部 とを ， fに対 照する 。

　　　　　　 〈原 作〉

　マ ル セ イ ユ へ 行 く汽車 が ， 今 ，

ジ ェ ノ ア を出たば か りだ 。 太陽は 空

に あが っ て ， 沿岸 に 火 の 雨 を降 り注

い で い る 。 （．＿ ） オ レ ン ジ の 木 も，

レモ ン の 木 も， 今が花盛 りで ， そ の

馥郁 た る
， 甘 くて ， 激 し くて ， 悩 ま

しい 香気 を
， 静か な空 に発散 して ，

バ ラ の 香 に混 じて い る 。
バ ラ は ， 華

麗 な庭 園 とい わず ，
あ ば ら家の 戸先

と い わ ず ， 田野 とい わず J 沿線 の い

た る とこ ろ に
， まる で 雑草 の ように

は えて い る の で ある 。 そ れ らの バ ラ

は
，

こ の 沿岸 に あ っ て は， まる で 自

家 に い る よ うな もの だ ！
・14）

　　　　　　 〈引用 〉

　こ の 物語 を忘れ る よ うな人は よ も
“

や あ る まい
。 腹をす かせ た若い 大工

が
， 乳 母 を生 業 とす る ， た くましい

女の 乳 を吸わせ て も らう話で あ る 。

それ は暑 い 昼下が り， ニ ース か らマ

ル セ イユ へ 向か う汽車 の 中で 起 きる 。

バ ラ の 国 ，
バ ラ の 園，海岸まで花園

の 広が る 国で 起 きる ．．．．

　　　　　　　　 （II．219．33−38）

　両者 を比 較す る と
， 太陽 が照 りつ け ，

バ ラ が 沿岸まで 咲 き誇る イメ
ー ジ など

，

バ ーベ リは原作の 雰囲気 をお お むね 的確 に伝 えて い る 。 ただ し彼は ， 汽車の 出

発駅 を原作の ジ ェ ノ ア か ら ニ ー ス に 改め る こ とに よ り， 『牧歌』 の 舞台をイ タ

リア か らフ ラ ン ス に置 き換 えて い る 。 また原作 で は，大工 が 女の 乳 を吸 うの は

「こ こ 一二日， 飲まず食わず」 だ っ た た め とい うこ とが最後に 判明す るが ， 引用

は こ れ に は触れ て い な い 。 貧困 とい う要素が 捨象 さ れ る こ とで ， ア イ ロ ニ カ ル

な原作が ， 引用 で は 文字 どお りの 牧歌 と化 して い る 。

　第 4 節 に見 られ る 『告 自』 の 引用 に も ， 『牧歌』 の 場合 と1司様 の 操作 が 指摘

で きる 。
バ ー ベ リは

， 御者 ポ リー トと百姓 娘 セ レ ス トの 情事 とい う内容 を止確

に再現す る
一方で

，
い くつ か の 修止 や 省略に よ っ て ， 原作 の 基調 を変化 させ て

い るの で あ る 。

　 『告 自』の 引用の うち，作 中人物の 記述 に つ い て の み
， 下 に対照す る 。
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　　　　　　 〈原作〉

　娘 の セ レス トは， 燃 え る ような赤

毛の 大が らな女で
， 日に焼 けた ほ お

に は， そば か すが散 ら ば っ て い る 。

い つ か ひ なた で仕事 を し て い た時 ，

太陽 の 火花が顔 に降 りかか っ た の だ

ろ う。

　御 者の ポ リー トは ， 陽気 な，体格

の い い 男で
， 若 い くせ に腹がせ り出

して い る 。 顔 や首筋は 日に焼 け ， 風

に吹かれ ， 雨に打 たれ ，
ブ ラ ン デ

ー

に染 まっ て
， れ ん が色 をして い る 。

　　　　　　 〈引用〉

燃 え る 太陽の 滴 は， 赤毛の セ レス ト

に こ ぼ れ落 ちて
， そばかす に な っ た 。

太陽は ， 垂直 に降 り注 ぐそ の 光 と
，

ワ イ ン と林檎酒 とで
， 御者の ポ リ

ー一

トを磨 き ヒげ た 。 　（II．221．28−−31）

笑い す ぎた あ ま りに涙が こ ぼ れ
，

レ

ン ガ の 色 ， 血 とワ イン の 色 を した ポ

リ
ー トの 頗 を伝い 落ち る 。

　　　　　　　　　 （II．222．2−3）

　セ レ ス トが赤毛で あ る こ と
，

二 人 と もに 日に焼 け赤みが か っ た顔 色 を して い

る こ とな ど
， 引用は原作の 記述 を細部に至 る まで 忠実に なぞ っ て い る。 その

一

方 で ，
セ レ ス トの 記述 に お い て 労働 を思 わせ る

一
節が省略 され ， ポ リー トの 記

述 で CTvaXHfi の 類 の うち 「風」 と 「雨」 が 削 ら れ て い る こ とが 注 目 され る 。

デ ィ テ
ー

ル の こ の よ うな取捨選択 に よ り， 引用 に お い て は ， 赤系統の 色 と陽光

の 降 り注 ぐイメ
ー ジ が ， 原作 よ りも強調 され る結果 と な っ て い る 。

　引用で は ， 上記以外の 記述 に つ い て も， 「赤色」 と 「太 陽」 を印象づ ける た

め の 操 作が な され て い る 。 色の デ ィ テ
ー

ル に つ い て は ，
セ レス トの靴下 の 色が

青か ら赤に
，

ポ リ
ー

トの 馬車の 色が 黒 ・黄か ら赤茶色に置き換え られ て い る こ

とな どが 指摘 で きる 。 太 陽 を強 調 す る操作 と して は ， 「告 削 の 引用 に先立 つ

ラ イ サ の 台詞 「こ の 作 品 の 主 人 公 は 太 陽 で す。 Le　 soleil　de　France＿」

（II．221．27−28）， 「フ ラ ン ス の 陽 気 な太 陽」 （II．222．17−18） とい う
一

節 が ，

い ず れ もパ ーベ リの 捏造 で あ る こ と な どがあ げ られ る 。

　バ ーベ リは 『告 白』 とい う作 品の 構造 自体 もまた変化 させ て い る 。 原作は枠

構造 を成 し， 引用 され た 本編の 他 に セ レス トの 妊娠 をめ ぐる プ ロ ロ
ー

グ ・エ ピ

ロ ー
グが ある が ，

こ れ らは 引用 で は無視 され て い る 。 また原作 で は ，
セ レス ト

が ポ リ
ー トに 身 を任せ る の は， 彼 に 支払 わ なけ れ ば な らない 馬 車代 を帳消 しに

しよ うとの打算 か らだ が
，

こ れ に つ い て もバ ーベ リの 記述 は曖味に な っ て い る
。

　バ ーベ リ は ソ 連で 1926−27年に 出版 され た モ ー パ ッ サ ン 三 巻選 集 の た め に
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『牧歌』 『告 白』 を訳出 して い る
｛5｝

の で
， 上 に見 て きた よ うな原作 に対 す る修

正 は ， 彼 に よ っ て 意図的に行な われ た と考え られ る。 引用 に お い て バ ーベ リは
，

赤系統の 色彩 と太 陽の 印象を原作 よ りもはるか に 強め
， 原作の リア リス テ ィ ッ

ク な要素 （貧困 ， 労働 ， 打算 ， 等） を消去す る こ とで
，

一
種神話的な趣 を帯び

た情熱 の 文学 と して ，
こ れ を描 きだ した 。

　こ の ようなモ
ーパ ッ サ ン像は

，
エ ッ セ イ 『オデ ッ サ』 中の 記述 と軌 を一

に し

て い る 。
バ ーベ リは こ の エ ッ セ イの 中で

， 彼 に よ れ ば ロ シ ア 文学 に これ まで 無

縁 だ っ た とい う 「心 か ら朗 らか で 輝 くよ うな太陽」 （1．64．19− 20）の 記述 を ，

モ ーパ ッ サ ン の 『告白』 に 見い だ して い る 。

　炎熱に燃える道 を， 音を立 て て 乗合馬車が行 く。 その 馬車に は ， 太 っ て 狡

猾 なポ リー トと，健康で 粗 野 な百 姓娘が乗 っ て い る 。 彼 らが そ こ で
， 何 をな

ぜ して い る の か， それ は もう彼 らの 問題で あ る 。 空が熱 く， 大地が 熱い
。

ポ

リ
ー トと娘か らは汗が 流 れ ，乗合馬車は炎熱 に燃 え輝 く道 を行 く。 そ れで す

べ て だ 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1．65．9−14）

　バ ー ベ リは専 らモ ーパ ッ サ ン の 本能的情熱や 肉体へ の 固執 とい っ た側面 を評

価 した が ，
こ れ は ロ シ ア に お ける従来の モ ーパ ッ サ ン 理解 とは違 っ て い る 。 た

とえば トル ス トイは1894年の 小文
〔6｝

にお い て ，
モ ーパ ッ サ ン の 「叙述 の 明晰 さ ，

あ る い は 形式 の 美 し さ」 を称える　
一
方 ， 「対象に対す る 作者の 正 しい

， す な わ

ち道徳的な態度」の 欠落 を非難 した 。 とこ ろが バ ー ベ リ は，正 に こ の 欠落 を賞

揚 したの で あ る 。

　1910年代の ロ シ ア文学 に は， ニ ーチ ェ 思想 の 流行 に端を発す る ，

一
種 ブ リ ミ

テ ィ ビ ズ ム 的な潮流が 強か っ た 。

〔7｝
『オデ ッ サ』 に お ける モ ーパ ッ サ ン 理 解は ，

バ ーベ リもまた こ う した 潮流の 中に あ っ た こ とを示 して い る 。 従来 の ロ シ ア文

学 に社会的 ・倫理 的な もの へ の 偏向を認 め て い たバ ーベ リに と っ て
，

モ
ーパ ッ

サ ン 文学 ，
よ り正確 に言え ばそ の 本能賛美は ，

こ の 「偏 向」 へ の 反定立 として

有効 だ っ た 。

　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 皿．

　 「オ デ ッ サ』 に お い て モ
ーパ ッ サ ン に 対置 され た ロ シ ア文学 とは

，
バ ーベ リ

に と っ て ， 具体的 に は何 を意味 して い た の だ ろ うか 。 『オ デ ッ サ 』 中に は次の

よ うな記述が あ る
。

一 52

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

　 ドス トエ フ ス キ イの 作品に は ， で こ ぼ こ と して 灰色の 舗道の 感触が あ る。

こ の舗道 を通 っ て カ ラ マ ー ゾ フ が居酒屋 に行 く。 こ の舗道 に 沿 っ て ，秘密 め

い て 重 苦 しい ペ テ ル プ ル グの 霧 が流 れて い る 。 灰色 の 道 と霧の とば りは ，

人々 の 喉 を締め ，窒息させ た　 窒息 した人々 は，滑稽 な或い は恐 ろ しい 奇

形 と化 し
，

その 情熱 は異臭 を放 っ て い る 。 　　　　　　　 （1．64．21−26）

　舗道や 霧が ペ テ ル ブル グの 文 学的形象に典型 的 なデ ィ テ ー ル で あ り，
また こ

の 引用部の 直後に， ゴ ー ゴ リが 「ウ ク ラ イナ もの 」か ら 「ペ テ ル ブ ル グ もの 」

へ 移行 し た こ とを嘆 く
一

節が あ る こ と も考慮す れ ば， 『オ デ ッ サ』 を書 い た時

にバ ーベ リの 念頭 にあ っ たの は
，

い わ ゆ る 「ペ テ ル ブル グ神話」で あ っ たと推

測 され る 。

　 『ギ イ ・ド ・モ
ーパ ッ サ ン 』 中の ペ テ ル ブル グ は

，
ロ シ ア文学の 伝統 に忠実

に描 か れ て い る 点 ， 『オ デ ッ サ』 の 記述 と同様 で あ る 。 まず指摘 で きるの は

「霧」の デ ィ テ ー ル で あ る 。
ペ テ ル ブ ル グ の 霧 は

，
ラ イサ との 情事の 後 と

，

モ
ーパ ッ サ ン の 伝記 を読 ん で 彼 の 人生が狂気 との 闘い だ っ た こ と を認識 した時

の
， 計二 回 「私」の 目に映 じて い る 。

　鎖状 に 連 な っ た 街灯 に 照 ら され て
，

トン ネル の よ うに 暗 い 通 りを， 濃 く

湿 っ た霧が 流れ て行 く。 うず ま く壁 の 奥で 魔物 たちが怒号す る 。 舗道 を行 く

ひ との 姿 も， 膝 か ら下 は 霧 に 隠れ て い た 。 （正1．223 ．8 −11）

　 こ れ は
， 「私」が情事 の 後 ， ラ イサ の 住居 か ら帰路 に つ い た際 の 記 述 だ が ，

こ こ に ゴ ー ゴ リや ドス トエ フ ス キ イの ペ テ ル ブ ル グ を見る こ とは 難 し くない
。

また 「舗 道 ＝霧」 の 連想 や ， 「奇 形」 と下線 部の イ メ
ー

ジの 類 似 か ら ， 直接 に

は
， 先に引用 した 『オデ ッ サ』中の

一
節を踏 まえた もの と考え られ る

。

　作 中の ペ テ ル ブ ル グの 特徴 と して もう一
つ 指摘で きる の は ， 黄の 色彩が執拗

に強調 され て い る こ とで あ る 。 「私」の 暮 ら して い る の が 「黄色 い
， 悪臭の 漂

う」（II．217 ．6−7）ペ ス キ通 りで ある こ と
（8）

，
カザ ン ツ ェ フ の 頭髪が ， 「短い 羽

毛 の よ うに 柔 らか で 黄色」 （II．217．29−30） で あ る こ と
， ラ イサ の 夫 が 「は げ

頭 の 黄色 い 顔 を したユ ダヤ 人」（II．220．22−23）で あ る こ とな ど，
こ の 作 品は ，

モ
ーパ ッ サ ン に 関わ る部分 を除けば， ほ ぼ黄

一．
色 に塗 り込め られ て い る と言 っ

て 良い
。

バ ーベ リが ペ テ ル ブル グ を形象す る に当た っ て こ の よ うに黄 色を強調

した こ と に は ， 明 らか に ドス トエ フ ス キ イの 『罪 と罰』 か らベ ール イの 『ペ テ

一 53 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

ル ブ ル グ』 に至 る ，

“
｝Ke ∬丁齟 neTep6ypr

”

の 伝統が意識 され て い よ う♂
9｝

　ベ ー
ル イ 『ペ テ ル ブ ル グ』が 『ギ イ ・ド ・モ

ー パ ッ サ ン 1 に及ぼ して い る影

響 は ， 富豪夫入 ラ イサ の 形象に 『ペ テ ル ブル グ』に登場す る ソ フ ィヤ ・リフ
ー

チ ナの 姿が 反 映 して い る
 

こ とな ど
， 決 して 小 さい もの で は な い 。 た だ し 『ペ

テ ル ブ ル グ 1 に お け る 黄色の 氾濫 は
，

ソ ロ ヴ ィ ヨ フ の 黄禍論 に 影響 を受けた

ベ ー
ル イの 世界観 に 基づ き

“
zRenTbth　llOTep6ypr

”
の 伝統 に新 しい 象徴 的 意味

を付
「j・した もの

C／1｝
だ っ た が ， 『ギ イ ・ド ・モ

ーパ ッ サ ン』 は
， 必ず しもベ ー

ル

イの こ の 世界観 を作 品 の 基盤 とは して い ない 。

　バ ーベ リ文学の 顕 著 な特徴の
一

つ に ， 聖 書 を含 む神話や 先行 の 文学作品の 引

用が 多い こ とが指摘で きる が ， 概 して 彼は ， 引用す るデ ィ テ
ー

ル や モ チ
ー

フ が

原典 中で い か な る コ ン テ ク ス トの 中 に あ るか を顧 慮 しなか っ た 。 原 典 の 価値

観 ・田：界観 を等 閑視 し， 借用 した デ ィ テ
ー

ル ・モ チ
ー

フ を ， 文学的仕掛 として

自作 品 に任意 に割 り付 け る こ とを躊躇 しなか っ た の で あ る 。 こ の 意味 で ， ヴ ォ

ロ ン ス キ イが彼 を r芸術 ヒの 唯物論者 ， 無神論者」 と呼ん だ
（IZI

こ とは 1ド鵠を得

て い る 。 前節 に見 たモ
ーパ ッ サ ン の 作 品 に対す る恣意 的 な改 変 は ，

こ の ような

バ ーベ リの 方法の 典型的 な例で ある 。

　 とこ ろ が ペ テ ル ブ ル グ神 話に 対 して は， ．ヒの 方法 は適用 され て い な い
。 引用

の 記述 か ら明 らか な ように， バ ーベ リ は舗道 ，霧， 黄色 とい っ たデ ィ テ ール を，

伝統 に沿 っ た形で 用 い て い る 。 こ の ため ペ テ ル ブ ル グ神話は ，
コ ン テ ク ス トを

破壊 され る こ とな く， そ の 本 来の 連 関 を保 っ た ま まで ， 作品 中 に現 わ れて い る

と言 える 。

　 『ギ イ ・ ド ・モ ーパ ッ サ ン』 中の ペ テ ル ブ ル グは， 「黄色 い 霧 の 街」 とい う ，

そ の 典型的な形象 を反復 する こ とで ， こ の 街の 文学的神話を読者に想起 させ る

信号 と して の 意味合 い が 強い
。

バ ーベ リの 意図は ペ テ ル ブル グ神話の 新 しい 解

釈で は な く， む しろ こ の 伝統 をその ままの 形で 作品世界に 導入す る こ と に あ っ

た 。 こ れ は しか し必 ず し も， バ ーベ リが ペ テ ル ブ ル グ神話の 世界観 を受 け入れ

て い た こ とを意味 しな い
。 『ギ イ ・ド ・モ

ーパ ッ サ ン』 に は
，

「ペ テ ル ブ ル グ」

だ けで は な く， モ ーパ ッ サ ン の 作品世 界 とい う 「場」 もまた存在する か らだ。

私達 は次 に ，バ ーベ リが改 変 を加 え た 「モ
ー

パ ッ サ ン」 と
，

こ れ を加 え なか っ

た 「ペ テ ル ブ ル グ」 との ， 作中 に お け る相関 関係 に触 れ る必 要が ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 】v．

『ギ イ ・ ド ・モ
ーパ ッ サ ン」 は

，
バ ー ベ リの 他 の 短篇 と同様， ほ とん ど図式
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的 な まで の 二 極対 照 を構成 の 原理 と して い る 。 　
一
方 に太 陽 と赤色 に彩 られ た

モ ーパ ッ サ ン の 作品肚界が あ り， 他方 に霧 と黄色 の 街ペ テ ル ブ ル グ の 姿が ある 。

霧 と太 陽の 対照が ，
こ の 短篇 と密接 な関係 にある エ ッ セ イ 『オデ ッ サ』 の 論 旨

　　霧 の ペ テ ル ブル グ神話 に 抗 して ，
「太陽 の 記 述 」の 出 現 をロ シ ア文学 に待

望す る　　を踏まえた もの で ある こ と は既 に 示 した
。

　バ
ーベ リ文学 に お け る色 彩 に つ い て は ， ク ラ イ マ ン に網 羅 的 な 論文 が あ

る 。

（13］／
彼の 定義に よ れ ば

，
バ ー ベ リ0）色彩観 は a 一 ロ ッ パ 及び ロ シ ア 文学 の 伝

統 に 忠 実 だ っ た 。 赤 は活動性 ・地 上性 ・生命力 を象徴 し， 黄は抑圧 的で 病的な

色 ， 衰弱や 頽廃 を表す色 で あ る 。 こ の 定義 に従 えば
， 「ギ イ ・ド ・モ

ー パ ッ サ

ン』 に お い て ， 赤 と黄の 色が 各々 モ
ーパ ッ サ ン とペ テ ル ブル グの 重要 な属性 と

な っ て い る こ と も ま た ， 明 らか に 『オ デ ッ サ』の 論 旨に沿 うもの と言 える 。

「色の シ ン ボ リ カ」の 頻繁かつ 意 識 的な使用は ， 象徴派 を もっ て 嚆矢 とす る 、、

ク ラ イ マ ン はバ ー ベ リ の 色 彩観 に表 現主 義絵 画 理 論 の 影響 を見 て い る
（14）

が ，

バ ー ベ リは赤 ・黄以外の 色に対 して も象徴派文学 と同様の 意味 を付与 して い る

の で ， や は りこれ は直接 に は彼 らの 作品か ら学 ん だ と考 え るべ きだ ろ う 。 ただ

し象徴派 に と っ て 「色の シ ン ボ リカ 」 は形而上 的世界観に 基づ くもの だ っ たが ，

「芸術上 の 唯物論者」バ ー ベ リ に お い て は， それ は文 学 的技法 と して の ニ ュ ア

ン ス が 強い
。

　 『ギ イ ・ド ・モ
…パ ッ サ ン 』 に お け る モ ーパ ッ サ ン の 作品世界の 属性 「赤 ＝

太陽 一 生 命力」 とい う連想 も また， バ ーベ リが 後期象微派か ら得た もの と思 わ

れ る 。
ベ ー

ル イ に お い て 「太 陽」は 「真正 な生 活の 源泉，
生 命力の 象徴」 で あ

り，
つ ね に キ リス トの イデ ー と結 びつ くもの だ っ た 。 こ の よ うな キ リス トと太

陽の 同一 視は ， 古い 起源 を持 つ 伝統 の 継続で あ り， ヴャ チ ェ ス ラ フ ・イヴァ
…

ノ ブ の 連詩 『太陽一 心』 を通 じて
，

ベ ー ル イ に 至 っ た もの で ある 。

跼
バ ーベ リ

は ， 『オ デ ッ サ』 を書い た段 階で 既 に ，
こ の 「太陽 一 生 命力 ＝ キ リス ト」の 連

想 を知 っ て い た と推測 され る 。 「霧」 に対す る 「太 陽」 の 優越 を主 張す る こ の

エ ッ セ イが
， 次の 多義的 な

一
節 に よ っ て

，
しめ くくられ て い る か らで ある 。

　感 じ られ る の だ 　 血 を薪 た に しな くて はな らない ， と 。 息苦 し くな っ て

きて い る 。 我 々 が か くも長い あい だ空 し く待 ち続け て い る文学的メ シ ア は ，

海に 囲 まれ て 陽光 輝 く， あ の ス テ ッ プ地 帯か らや っ て 来 るだ ろ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1．65．27 − 30）
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　た だ し 『オデ ッ サ』にお け る論述 の 対象が あ くまで も文学 に 限定 さ れ て い る

こ と
，

こ こ で 待望 され て い る の が 「文学的メ シ ア 」で あ っ て イ エ ス ・キ リス ト

で ない こ とに は
， 留意す る必要が あ る 。 先達の モ チ ー

フ の 恣意 的な再構成 とい

うバ ーベ リの 方法 は
， 「太陽 一生 命力 ：・＝赤」 とい う連想 の 形成 に 際 して も

，
よ

く機能 した と言 うべ きで ある 。

　 『ギイ ・ド ・モ
ーパ ッ サ ン 』 を考 える一ヒで は ， 「私」以外の 登場 入物 ， ラ イ

サ と カザ ン ッ ェ フ につ い て も簡単 に 触れ て お く必 要が あ ろ う。

　ラ イサ とそ の 住居 は 『ギ イ ・ド ・モ ーパ ッ サ ン』 に お い て
， 「モ ーパ ッ サ ン

ー赤 ＝太 陽 ＝生命力」 と 「ペ テ ル ブル グ ＝ 黄 ＝ 霧 ＝ 頽 廃」の 2 極 の 申問 に位置

して い る
。

ラ イサ 自身は 厂キ エ フ や ボ ル タ ヴ ァ とい っ た
， 栗 や ア カ シ ヤ が繁茂

す る
， 満 ち足 りた ス テ ッ プ の 街か らペ テ ル ブ ル グ に 移住 して きた ユ ダ ヤ 女」

（II．218。34−35），
ペ テ ル ブ ル グ に 暮 ら しなが らモ ーパ ッ サ ン を 「私の 人生 の

，

た っ た ひ とつ の 情熱」 （II．218．40） と呼ぶ ，精神的な異邦 人 と して 描 か れて い

る 。 そ の 住居 は 「バ ラ 色の 円柱圭 （II．218．12）「赤 い 絨 毯」（IL218 ．17）な ど

赤系統の デ ィ テ ー ル と ， 「リ ョ
ー リ ヒ の 青 ざめ た絵画」 （IL218 ．23）「古代様式

の イ コ ン」 （II．218．25）「ス ラ ヴ様式の 青 い 肘掛椅子」 （IL222 ．23）な ど ロ シ

ア 的な デ ィ テ ール との 混淆 で あ る 。 ラ イサ の 作中 にお ける 位置 を明瞭に示 して

い る の は次の
・
節 だ ろ う。

ペ テ ル ブ ル グ特有の どん よ りと した 陽の 光が ， 色 あせ て 皺の 寄 っ た絨毯の

上 に宿 る 。 書棚 と机の 上 に は モ ーパ ッ サ ン の 29巻選集が並 ん で い る 。 太陽の

見 えざる手が ， それ らの 書物 の 背革 に触れ た 。 （II．219 ．27−30）

　ラ イサ の 住居 に も太陽 は 射 し込 ん で い る が
， そ れ は 「フ ラ ン ス の 陽 気な太

陽」で は な く， 冬 の ペ テ ル ブ ル グ の 弱 々 しい 日 の 光 に 過 ぎない
。 彼女その 人 が

赤系統の 色 を帯 びる の は ， 「私」 と彼女が 『告 白』 の 作 中人物 と同一化 した時

だ け で あ る 。 （「辺 りに は オ レ ン ジ色 の 炎が 漂 い ．．．．」 （II．221．23−24）／ 「彼

女の 肩や手が まだ ら に燃えて ．．．．」 （II．222 ．30））

　 「私」の 同居人 カ ザ ン ッ ェ フ は ， 作中 に何 ら特性 を持 た ない 「私」の 分 身の

役割 を果 た して い る 。 彼 は 「私」 と同様 に文学 に志 し ， 同 じ く太陽の 国ス ペ イ

ン に憧憬 を抱 い て い るが ， そ の 黄色 い 頭髪 に はペ テ ル ブ ル グ的な 「頽廃」が 刻

印 され て い る 。 こ の デ ィ テ
ー

ル は
， 作 品の 末尾 にお け る 「私 」の 太 陽 へ の 憧憬
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の 破綻 を ， あ らか じめ 暗示す る もの で あ る。

　以 上 の 考察に 基 づ い て 『ギ イ ・ ド ・モ
ーパ ッ サ ン』 を定義す れ ば ，

こ れ を

「私」が 「太陽 ＝ 生命力」の 幻影と 「霧 ＝ 頽廃」の 間を彷徨す る物 語と言 うこ

とが で きる 。

　ペ テ ル プ ル グの 頽廃の 中に 暮 ら して い た 「私」 は
， ラ イサ と知 り合い

， 彼女

の 翻訳 を手伝うこ と を通 して ，
モ ー パ ッ サ ン 文学の 太 陽が輝 き生 命力に 充 ちた

世界 に触れ る 。 「私」 と こ の 世界 との 接触は ， ラ イサ と翻訳 を進め る うち に次

第に深 ま り， 『告白』 を契機 と して 彼女 と情事 に及 ん だ時， 「私」 は こ の 世界 と

つ い に合 …
したか の よ うに 見 える （偽 の ク ラ イマ ッ ク ス ）。 だが そ れ は ， ラ イ

サ の 住居 に お い て の み 可 能 だ っ た錯覚 に 過 ぎず ， 路上 に 出 た と た ん ， 霧が

「私」 を取 り囲む 。 そ して狂 死 に 至 っ たモ
ーパ ッ サ ン の 実生 涯 を知 る に及 ん で ，

「太陽」の 幻影は消え去 り， 後に は霧だ けが残 されて い る 。

　 「私」 の 彷徨は ， 「ペ テ ル ブ ル グの 霧」が 「フ ラ ン ス の 太 陽」 を覆い つ くす

こ とで 終わ る。
こ の よ うな結末を持つ 「ギ イ ・ ド ・ モ

ーパ ッ サ ン ．1 は
，

こ の 作

品が エ ッ セ イ 「オデ ッ サ』 を踏 まえた もの で ある こ とを思 えば， 自分 の 若 き日

の 文学的抱 負 にバ ーベ リが捧 げた挽歌 に他 な らな い と言 え る だ ろ う。 『オ デ ッ

サ 』 中の 彼自身の 表現 を借 用す る な ら ， 「ペ テ ル ブ ル グ」は バ ー ベ リに お い て

も勝利 したの で ある 。

　 『ギ イ ・ド ・
モ

ーパ ッ サ ン 』 は
， 発表 され た 当時 ， 読者や 批評家 に

一種 の 困

惑 を も っ て 迎 え ら れ， バ ー ベ リ に ご く近 しい 人 々 もそ の例外 で は なか っ た 。

 

彼 らの 困惑 は主 と して
，

こ の 作 品を 「閉 じられ た」テ ク ス トと して 読 ん だ こ と

に よる 。 1916年バ ー ベ リが まだ無名だ っ た 頃の 小 文 を ，
1932年当時 なお記憶 に

留め て い た 者 は ， ほ とん どなか っ た こ とだ ろ う。
バ ー ベ リ 自身 『ギ イ ・ド ・

モ ーパ ッ サ ン 』 と 『オ デ ッ サ 』 との 関連 に は生 前け っ して 触れ る こ とが な か っ

たの で
， 自分 の 文学 へ の挽歌 とい う ， きわめ て 「私 的」な この 作品の 主題 は

，

お そ ら くは作者の もくろ み 通 りに
， 同時代の 人々 には 秘 め られ た ままで あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 V ．

　 バ ーベ リが 『オ デ ッ サ』 に お い て 表明 した抱 負 の 実践 と して 『オ デ ッ サ 物

語』 を発表 した の は
，

1921 −24年で あ る 。 した が っ て 『ギ イ ・ド ・モ ーパ ッ サ

ン』 に 描かれ て い る よ うな ， 彼が そ の 文学観の 破綻 を1917年初め の 時点で 自覚

した とい うこ とは あ り得 ない
。 私達は最後 に ，

こ の 作 品が い つ 執筆 され た の か

とい う問題 を考 える 必要が あ る 。
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　 『ギ イ ・ド ・モ ーパ ッ サ ン 」が発表 され た 直後 ，　
‘

CMeHa
’

誌 1932年17 ・18

合併号 に
，

バ ーベ リの イ ン タ ヴ ュ
ー記事が 掲載 され た 。

バ ー ベ リは こ の 中で ，

『ギ イ ・ド ・モ ーパ ッ サ ン』が 1920−22年に書 か れ た もの だ と述べ て い る 。

（IO
だ

が 作者 自身の 言葉 に反 して
，

バ ー ベ リ未亡人 ピロ シ コ ヴ ァ 女史の ア ル ヒ ー ヴ に

は
，

こ の 短篇の 1927年の 日付 が 入 っ た 草稿の あ る こ と が 確認 され て い る 。

 

‘
CMella

’

が コ ム ソ モ
ー

ル の 機関 誌だ っ た こ と を考えれ ば，上 記 の 発言 は， 当

時既 に政治 的に微 妙 な立 場 に 置か れ て い た バ ーベ リが ， 『ギ イ ・ド ・モ
ーパ ッ

サ ン 』 に批判 的な記者達 に対 し ， 韜晦 して み せ た もの と思 われ る 。

　 こ の 作品の 執筆 年代 を正 確 に確定す る こ と は 困難 だが ，
］920−22年頃 に最初

の 構想が立 て られ た 可 能性 は 否定で きな い にせ よ ， そ れが現存の 形 とな り本格

的 に執筆 され た の は
，

1927年以 降 ， 完成は
’
31年末か

’
32年初め頃 と考え られ る 。

　その 第一
の 根拠 は

，
1931年12月 2 日付

‘

HoBb ・fi　Mzp
’

誌編集長ポ ロ ン ス キ イ

宛 の バ ー ベ リの 手紙の 中 の 次 の 記 述 で あ る 。

　私が今 タイプ打 ち して い る 幾つ か の 作品は，何年 か前 に書 き， こ こ 数か月

の 問 に若干の 手直 しを した もの で す 。 私 は も うか つ て の 私 で はな い し
， 考 え

方 もまる で 違 っ て しま っ て い る 。 人生 は先へ 先へ と進ん で い きます 。 た だ私

は
， 白分 の 内面 が体験 した か つ て の 日々 を惜 し まず に はい られ ない の で す 。

あ れ らの 目々 が ， 跡形 もな く消え失せ て い くままに して お きた くは ない の で

す 。

四

　1932年に発 表 され た 中 に ， 自分 の 過 去を題 材 と した作品 は 『ギ イ ・ド ・モ ー

パ ッ サ ン』 以 外に は見当た らない
。

vzo）
した が っ て ， 引用 に お い て 「幾つ か の 作

品」 とい う時， バ ー ベ リ は主 に 『ギ イ ・ド ・モ ーパ ッ サ ン』 を念頭 に置 い た も

の と見る べ きで あ る 。

　第二 の 根拠 は　　 こ れ は状況 判断だが　　 rギ イ ・ド ・モ ーパ ッ サ ン』 に少

し遅 れ て
，

バ ーベ リが短 篇 ［1
’
フ ロ イム ・グ ラ チ』 を書 き上 げ て い る こ とだ 。

 

こ れ は 「オデ ッ サ物語』の 主人公達が ， 赤軍 に よ っ て 銃殺 され る さ まを描 い た

作品で あ る 。 『フ ロ イム ・グ ラ チ』 に よ っ て 『オデ ッ サ 物語』 に 幕 を ドう した

こ と と
， rギ イ ・ド ・モ ーパ ッ サ ン 』 に よ っ て 『オ デ ッ サ 』の 主張 に挽歌 を う

た っ た こ ととは
，

バ ー ベ リに と っ て 同 じ意味 を持つ 行為 だ っ た と考 え られ る 。

　バ ーベ リが 『オ デ ッ サ」 に 述 べ た文学 的抱 負の破綻 は
， 彼が 1926年 に 『騎兵

隊』 を 1：1亅行 して以 降， きわめ て 寡作に な っ た こ とに現 れ て い る 。
こ の 行 き詰 ま
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りは主 と して ， 彼が 自分 の 文学か ら ， あ らゆ る世界
．
観 を徹底 的に排 除 した こ と

に よ っ て もた らされ た 。 作家 は 本来 ， 既存 の 文学 との 偏差 の 巾 に しか新 しい 作

品 を創造 し得な い もの だが ，
バ ーベ リの 場合 それ は

， 先行 す る作品か ら ， そ の

世 界観 と断絶 した うえで 借用 した デ ィ テ
ー

ル や モ チ
ー

フ を ， 任意 に再構成す る

こ と を意味 して い た
。

バ ーベ リの こ の 姿勢 は
， 事実 に 取材 した 際 に も一

貫 して

い た 。 「騎兵 隊』に お い て コ サ ッ ク兵士 とユ ダヤ 人 とが 同一一平 崢に並置 され ，

両者 に 対 して リ ュ
ー トフ ＝ 「私」が等 しい 距離 を保 ち得 た の は

，
こ の た め で あ

る。

　バ …ベ リは
， 既 存の 文学作品の 固有 の 価値観や ， 人々 が 各々 持 っ て い る 世界

観 との 葛藤を回避 し続け た。
こ の 意味で ， そ の 文学が 他作品か らの 引用 に 満ち ，

また 多 く現実 の 出 来事 に 取材 して い る に もか か わ らず ，
バ ー ベ リは本 質的 に

「他者」 を知 らなか っ た と言える
。 そ の 文学は常 に

， そ れが オデ ッ サ の ユ ダヤ

人 街 を舞台 と した もの で あ れ ， 国内戦 に 取材 した もの で あ れ ， 彼が 『オ デ ッ

サ』 に お い て 称揚 した ， 本能 と生命力とい う単
一

の 価値の まわ りを堂々 巡 りし

て い た の で あ る 。

　以 上 の こ と を念頭 に 置 く時 ， 『ギ イ ・ド ・モ
ー パ ッ サ ン』 に お い て ，

モ
ー

パ ッ サ ン に仮託 され太 陽 に象徴 され た こ の 単
一
の 価値が ， 黄色 い ペ テ ル ブ ル グ ，

そ の 霧　　こ れ らの 使用 に 際 し，
バ ーベ リが ペ テ ル ブ ル グ神話の コ ン テ ク ス ト

に 手を加えなか っ た こ とは既 に 指摘 した
一一

に よ っ て ， た えず相対化 され ， 最

後 に は駆逐 され て い る こ とは， 注 目 に 値す る 。
こ の 作品 に お け る 「太陽」 と

「霧」 の 関係 は ， 従来の 彼の 作品に 見 られ る よ うな ， 単 に 対照的な素材の 同
一

平 面に お け る並列 とい うに は留 ま らない
。 そ れ は互 い に 相容れ ない 二 つ の 文学

的価値観の 葛藤を反映 して い た 。

　 しまい まで （モ
ーパ ッ サ ン の 伝記 を　筆者註）読み終わ っ た とた ん， 私 は

ベ ッ ドか ら起 き上が っ た 。 窓の 外に は霧が押 し寄せ ，
こ の 世の あ りとあ らゆ

る もの を覆 っ て い た 。 私 は胸 を締め つ け られ た 。 真実の 予兆が 私 に触れ たの

だ 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （II．223 ．41 −43）

　バ ー ベ リ は
， 『ギ イ ・ド ・モ

ー パ ッ サ ン 』末尾 の こ の
一

節で
， 自分の 文学的

理想 の 挫折 ・敗北 とい う形 にお い て ， ぬ きさ しな ら ない 「他者」の 姿 を初 め て

認 め たの で ある 。
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［註］本稿 は ， 日本 ロ シ ア 文学会 1995年度総 会 （9／13−−14， 於北海道大学） に お い て 筆

　 者が行 っ た報告 「バ
ー

ベ リ 『ギ イ ・ド ・モ ーパ ッ サ ン』 をめ ぐっ て ： ペ テ ル ブ ル グ

　 の 霧 とフ ラ ン ス の 太陽」 に加筆 ・訂正 を施 した もの で ある 。バ ー
ベ リの テ クス トに

　 は XoaaK 　Ba6e ユ b，　GogxHeHzfl　B 月 Byx 　TDMax ，　M ．
，
　Xy 几 o ？icecTBeHHaE 　JIIiTepaTypa

，
1990，

　 を用 い ，引用に 際 して は，末尾に （巻，頁，行）を付 した 。 本稿 にお け る テ ク ス ト

　 の 翻訳 は ，訳者 名が 記 され て い る場合 を除 き，すべ て 筆者 に よる も の で ある 。

（1〕　N，A，　Nilsson，
“
lsaac　Babers　Story”Guy　de　Maupassaflt” ”

，　 Studies　in　20th　Century

　 Russian　Prose，　St．ockholm ，　Almqvist ＆ Wiksel　Internationa1．1982，　pp，213−227．

（2〕　N，A．　Nilsson，
“
lsaak　Babers ＜＜Perechodごerez 　Zbru6 ＞

”
，　Scando−Siavica，　Tom ．　 23，

　 1977，pp．63−71．

〔3） 例えば パ ウス トフ ス キ イは ，バ ーベ リが 192ユ年に 「モ
ーパ ッ サ ン の よ うな人生へ

　 の 愛 に満ちた 文学 は， オデ ッ サ か ら生 まれ る だ ろ う」 旨，彼 に述 べ た こ と を伝 えて

　 い る 。 cM ．，　K ．　RaycToRcanrt，
“
PaccKa3H 　 o　Ba6ene

”
，　BoonoMMHamm 　o 　Ba6e π e ，　M ．，　KHH −

　 mnafi 　na 」laTa ，　 ig89，　G ．i2，

（4） モ ーパ ッ サ ン の テ ク ス トに は Guy　 de　Maupassant，　 Contes　 et　Nouvalcs，　 Paris，

　 Edition　Albin　Michel，1970，を用 い ， ま た邦 訳 も参照 した 。 引 用 に 際 して は， 『牧

　 歌」 には青柳瑞穂 ， 『告 白』 に は田辺 貞之助の 訳 を ， それぞ れ用 い た 。

〔5）　A ．K ．71CoJIKoBc− rk　 H 　M ．　 B ．　 fiMnonbcK ”fi
，
　 Ba6e 」 b ／Babel，　 M ．，　Carte　Blanche，　t994 ，

　 G ．393．

（6） レ フ ・トル ス トイ ，木村彰
一．一

訳 「ギ イ ・ド ・モ
ーパ ッ サ ン作品集の 序」。 「モ

ー

　 パ ッ サ ン 論」 と題 し て 『世界文 学体系 44．モ
ーパ ッ サ ン 』，筑摩書房， 1958年，

　 426−438頁に収録 されて い る 。

（7） ミ シ ェ ル ・オ ク リチ ュ エ ，桑野 隆 ・赤塚若樹訳 『ロ シ ア ・フ ォ ル マ リズ ム 』， 白

　 水社， 1996年，69頁 。

（8＞ ペ ス キ （neCKH ）は
， 正 しくは

， 現 在 の CyBopOBCK ” ti”p。c ” eKT 周 辺 地域 の 名称

　 だ っ た 。 19匿紀後半
一一20進紀初に か けて 安価 な賃貸用住宅が 多か っ たの で

， 「私」

　 が こ の 地域に 住 ん で い る とい う設定 は理 に 適 っ て い る 。 nec ・ K ・
・＝ 「砂一1 とい う名称

　 は ，こ の 地域の ニヒ質か ら付 い た もの で ある 、，
バ ーベ リは こ の 実在の 名称 を作品中 に

　 取 り入 れ ，貧民や 「黄色 い 街」 とい うペ テ ル ブ ル グ神話 の 伝統 と巧み に結 びつ け た 。

　 eM ．，　 CaHKT −neTep6ypP ，　 fieTporpaA ，　 JleHHHrpaR ： 3H 單 翩 oneA 四 ecKH 宜 cnpaBogHMK ，

　 HayqHoe 　M3AaTe ” hcTBo
“Pto∬ hmafi 　Pocc π rtcKa93HquKnoneAua

”
，　t992，　 c．475．

（9＞ ドス トエ フ ス キ イ文学 に お ける 「黄色」 に つ い て は C．M ，　Co 」 oBbeB ，
“ 1｛o 」 opnT

　llpoM3BeneHmi 　 JlocT。eBGKoTo
”

，　 JXooToeB。Knit　 l｛ pyoGKvae　 nrr。aTelm
，
　 M ．　 C 。BeT 。Kvart

　rmGaTenb ，　d97a，　c ．414−446．等 を， ベ ール イ の 「黄 色」 に つ い て は，　 M ．　Kope ”Kafi ，

　Ha： cTpaH 紅llaMu　pyccKoth　noe3uH 　u 　npo3LI 　Hagama 　BeKa ，　M ．，　PaAHKc ，1995，　c ．7−34．等

　を ， そ れぞれ参照 した 。

  　ラ イサ とそ の 夫の 住居 は， モ イカ運 河沿 い に あ り，三 階建 て で ，柱 （KonOHHa ）

　が強調 され て い る こ と な ど
， 「ペ テ ル ブ ル グ』 の リフ ーチ ン 夫妻 と同

一
の 建物 に 設

　定 され て い る と思 われ る 。 また リフ ーチ ン夫妻 の 建物の 壁 の 「交叉 した剣上 に ロ ー

一一60 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

　　マ ．人の 兜」 とい う浮彫の 意匠は
，

こ れ が 本
．
来軍事関係省庁 向け に 建て られ た もの で

　　あ る こ と を 示 し て い る が ， （oM ．，　JI．八〇πronoHoB
， 垂H 即 毓 BeJ・Hfi

．Hero 　pDMall

　　
・1
．
IeTep6ypD

，　JL，　CoBeTcKHfi　n ” caTeJ 【b　JleHm・irpanoKoe 　oTne 」 eHue
，
　t98 ＆ G ．323．） ラ イ

　　サ夫婦の 住．居の 壁 に も 「
．
銃眼 （60inmlla）」が ある こ とは注 』1され よ う。 モ イカ運河

　　の 沿 い に は 以 ．−L の 特徴 を兼 ね備 え た建物 は 実在 し な い （cM ．，　TaM 　me ）の で ， 『ギ

　　イ ・ド ・モ
ーパ ッ サ ン Jl に お け る 設定は ，『ペ テ ル ブ ル グ』 に 直接取材 した もの と

　　考え ら れ る c，他 に， ラ イサ と ソ フ ィ ヤ の 容姿 ．ヒの
一

致 点 と して，黒髪 と口 髭の 強調

　　され て い る こ となどが指摘で きる 。

〔⊥1）　動［．KopeUKafi ，　o ．31−32．で也。

（ユ2＞ A ・B 。 P ・ HG ・・ ガ
‘
π ・ITep ・・ ypHme 　 c ・．llyoTbl ・ 1．　m ．　B ・6・n ・

”

，
　KpacHafi　 H ・ Bb ，　N ，5，　i924 ，

　　a ．281．

（13）　T 、VL，T．　Clynlan，
」‘Bab 〔：r　as　col σ ris ゼ

’
，　Slavic　and 　East　European　Journal、1977，　vol ．21．

　　N〔｝．3．pp ，332−343、

（⊥4）　Ibid．1）．337．

（15〕　cM ．，　J工，1］lonroiioiioB，
　G ．308＿3id．

 
一一・

例 と し て cM ．，　G．　BoHnapHH ，
“
HpHKooHoBoHvae　K　 ge ∬ oBeKy

”
，　BocnoMHHaHHH 　o

　　Ba6eJie，　c ，tOO ．

（］nfiMGaTei・b 　M ・B ・6… B
‘

℃ MeHe
”

趣 鰻 、謝 7一重8
，
歪932

，
・ 25 ．

（圭匐 Va・A ・C 脚 ml ，

“ n ・… pHE ・9 ・ … 3a ・IH ・J・a 　 M ．　B ・6e」 H
”

，Φ ・ a ・ 」・・ 1
．・
捫 e ・ 畑 。6。P。。。

　　〔AnMa −ATa ｝，　Bbln ．　V ，　tg66 ，　c ．33．

Q9〕　
邑‘
H3 【mceM 　K 　APy3bflM

”
，　BHaMH ，澱 8，1964 ，

　G．162 ．

餌 　1932年 に バ ー
ベ リが 発表 した作 品は

“ KoHeIl　60ranellbHva ”
，

“AppaMaK ”

，

‘“
flBaH．na．

　　MaPbH
”
，
“
Plo胚 π e 　MonaccaH ”

の 4 編 で ある 。

 ］．〕 バ
ー

ベ リは 1933年 5 月 5 ｝
．1付 σ）家族 に 宛て た 手紙 にお い て， ゴ ー

リキ イが 『フ ロ

　　イム ・グ ラ チ ．．1 を，文集
“
XVI 　ro バ に 載せ る べ く推薦 し．て くれ た こ と を伝．えて い

　　る 。 た だ し文集の 編 集部は， こ の 作品の 掲載 を拒絶 した 、， CM ．
，
　Sa6efib ，1．　c ．565．

OpaGcKa3e 　HGaaKa 　Ba6e ．uH 〈｛1− K）M 几e 腋onaocaH ｝〉

− KOHconvaRT　M θ71CAY （TyMaHOM ＞ M 〈oo 護H 矼eM ＞ 一

TaRaCM 　HAKAMyPA

　　PaccKa3 　H ・Ba6e 朋 て（1’ loH 　Ae 　MoHaocaH ）） （olly6 ．1932）c ∬eAyeT 　paooMoTp θ Th 　 B 　GB 月3M 　c

e 「 opaHHefi 　cTaTbe 前 （（OAecca 》》・CoB 叮 aAeHHe 　 xpoHoTona 　pacoKa3a （｝o　 Bp θ M θ HeM 　 u ．M θ cToM

ony6nxKoBaHua 　cTaThH 　（1916　r ・B ｝tMort ，　 neTep6ypr ），　 H　TaK ｝＋ce 　Ba 冫KHaH 　po．！lb，　 urrpaeMafl

・°B ・朋 aM 呻 P 職 y ・。 ・ ・… v・c ・・e・1・ M … Gc …
， … 。 TH ・cT ・・，… P・ cc ・ a ・ ・ M ・・np ・・H ・H −

・・e ・・ B ・ 6・ ・ x ・ p。肥 Benel ・xfix
，　y ・ a跚 ・K・T・ Ha 　 TecHyH ）　 e 朋 3 ・ Me 撒 Ay　paccK … M ・ cTaT ・硼 ，
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  (ITa'rbfi "OAeoea>)  cgHTaeTcfi  nHTepaTypHblM  ts{aHucoecToM  Mononore  Ea6eJfi. B Hen  oH

cpmIBo"MB"poBan  npencHyro  pyccHy}o JIxTepaT'tvpy  tTyMaHoM},  a ffpepluBeAeHlifi  MofiacoaHa,

KoTopli[e  Ana  Hero  HBHflHcb  o6pa3ue}I  nxTepaTypHoro  "lleaJla,  
-

 (coaHIIeM,.  fio Ea6enro, B

pyceKofi nHTepaTy.pe  no  cMx  nop  He  6bmo  {HaeTofimero  pagoeTHoro, "ellopo  ofimeaHHfi

oonllua,,  OHe  nofiHHTcH  c  pyccKoro  rora,  OAecebl -  TaK  nHean  Ea6enb. 3To  collooTaBJeHwe

oTpancaeTcfi  B  paooKaBe  {{PHm  ne  MonaeoaH}}, OH ¢ ocTaBJIeH  m3  nByx  cfpep:  fieTep6ypra  H

MMpa  npoMBBeAellrm  MoilaecaHa.
                                                                      '

  B paeoKa3e  ynoMHHyThl  3 MolacoaHoBe-Ie  HoBc=Jsl,  B epaBHeHMH  3THx  ynoMnHaHxfi  e

Mx  oplirHHanatsfu  3aMeTIItsf,  gTo  Ba6cnb  IlaMepeHHo  HBMeHtall  HeelcollbscO  neTaJefi  u  TaKme

oaMy  oTpy"Typy  opltrmla"oB,  HallpaBneH"e H3tsfelEeiml'I  geTffo:  noAHepK"BaHKe  IcpaoHoro

rxBeTa  II BnegaTIeHlifi  eonHlla  B  yHDMwHamlHx;  a  TaKncc  3agep"vaBaHHe  pea:zoTHgeoKMx

3neMeHToB  (pa6oTa, 6enHoTa  Ii. T.  n.}  opHrliHanon,  BeJeAeTBIIe  oTvax  II3MeHemtfi,  HoBennliT

fppaHlly3eKoro llMcaTenn  nofiBxHloTcfi  B  6a6ejleBeKo": paeoEase  HaK  MHtponorngecKHrt  tsfxp,

rAe  xlonH  fiooTynaH)T  TonhKo  no  oBoeil  oTpaoTM.  TaHoe  fiolmMaHwe  Monao ¢ aHa  llenHffoM

eornaeyeTefi  c  aOnecooip,,  HanzcaHHoil  noA  Hm{fiImeM  
`npMM"TI{mfeTMgeol{oro'

 TeffemfA  B

pyecKoit  miTepaType  t910-ronoB.

  B EpoTKBonoloncHooTb  MollaccaHoBeKifM  noBeaJaM,  ReTep6ypr  B  paceKa3e

M3o6pa}KaeTofi  B  "oJmoM  eooTBeTcTB"u  e  (lleTep6yppelcMM  ptIucooM}:  "ongepl{xBaHue

}fceJTopo  uBeTa  u  BllegaTJmK}Illee  Menonb3oBaHHe  TyMaHa.  HafiTM B eTMx  gepTax

Tpam{quoHHslil  o6pa3  neTep6yppa  E  pyecKort nl{TepaType  
-

 He  TaH  TpynHo,  Sa6enb  B

PaeeKa3e  IICnonbBYeT  TYMall  I{ )ICeJT5IiT ILBeT  Ana  TOrO,  gT06M  HanOMHMTb  
gHTaTeJfiM

 
O

neTep6yprcKoM  MHope,

  MMeE  B BuAy  HervlaJOe  BnMHHHe  cliMBonMcToB  Ha  Ba6enfi  (Hanefielme llBeToB

onpenelleHHHM  3HageHHeM:  
`KpacHliIif

 fipegcTaHnHeT  rrcHBoTBopff1llylo  oMny,  a  
t?i{eJITblfi'-

pa3Io7IceHiie/noeoqliallua teonHue-m"BocTb}  n, T, A.), a  Tax7"e  BbllueyrroMHHyToe

eonocTaBneH"e  B (<Oxecce>>,  3aMeTMM,  uTo  paceKa3  gl'mM  ne  MofiacoaH>> uooTpoeH  Ha

KoHTpaoTe  Me)lcny  loom!ueM-MoffaccaHblM-`KpacHslM'-;IcMBocTb"]) li (TyMaHoNI-neTep6yppoM-

`ll{eJTblM'-BrmOeTbro}.  A  OOOTIIOIIIeHvae  9THX  nBYX  CipeP  -  He  TOJ!bKO  XYnO)I{eCTBeHHblth

KOHTPaeT,  IIO M  KOHepllXKT  MeHCICY  nBYMfl  HeCOBMeOTMMI,IM"  nXTePaTYPHhlMva  
nOaltMifiMM,

KDTopble  6blJm HbiHBneTIbl  B  {{OAeeoe,,.  B  KoHqe  paeeKa3a  TyMaH  "eTep6ypra  expoeT

Mnn)o3zK}  eollHlla.  {(ProH  lle MefiaocaHb  -  pel{BMeM, HanHeaHHhlfi  Ba6eneM  nlA  cBoero

JmepaTypHoro  urneana  H  npollIJoM,

  B 3aKnK)geimy  Mo)icHo  cllenaTb  BLiBoA,  gTo  Ea6e"b  nHeaJ  AaHHHiE  paccKa3  B  t927-32Tr,,

nocae  ony6nmHoBaHmfi  "KoHapsmm>;  HMemlo  B  eTeT  neplloA  
oH

 
oeo3HaJ

 
Kpax

 
cHoepo

JmTepaTypHoro  MeTona  -  BonbHoro  nepeKoHoTpyHpoBaHxfi  oneMeHToB.  c varHopupoBaHHeM

HcHKore  MHpoBo33peHufi,  uHTMpoBaHHblx  Hs  MHrpoB,  eylueoTBoBaBmMx  npo"3BeAenMa  va

pealbHoeTli.
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